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議案第５９号

　（総則）

ところによる。

　（収益的収入及び支出）

定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

収　　　　　　　入

　第１款　水道事業収益 千円 920 千円 1,315,781 千円

　　第１項　営　業　収　益 千円 △ 53,900 千円 1,136,074 千円

　　第２項　営 業 外 収 益 千円 54,820 千円 179,705 千円

支　　　　　　　出

　第１款　水道事業費用 千円 920 千円 1,292,682 千円

　　第１項　営 業 費 用 千円 920 千円 1,240,739 千円

予算第１１条の次に次の１条を加える。

　（他会計からの補助金）

　令和５年１２月１４日　提出

埼玉県羽生市長　河　田　晃　明

同事業に要する経費に充てるため、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

を財源とする一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、54,820千円である。

1,189,974

1,291,762

令和５年度　羽生市水道事業会計補正予算（第３号）

（　　計　　）

第２条

令和５年度羽生市水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定める

令和５年度羽生市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に

第１条

第３条

第１２条 物価高騰対策として水道料金の基本料金を免除したことによる減収分並びに

1,239,819

（ 科 目 ） （補正予定額）（既決予定額）

1,314,861

124,885
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（単位：千円、消費税及び地方消費税込）

総 係 費

124,885

3

1,189,974

121,723

1

1 給 水 収 益

備考既決予定額 補正予定額 計

水道事業費用

54,820 179,705

920 122,643

109,640

1,239,819 920 1,240,739

（単位：千円、消費税及び地方消費税込）

1,291,762 920 1,292,682

営 業 費 用

他 会 計 補 助 金 54,820 54,820

1

1,136,074

款 項 目

△ 53,900

支　　　　出

1,040,600

備考

1,314,861 920 1,315,781

項

2 営業外収益

5

款

1,094,500 △ 53,900

1

1 営 業 収 益

令和５年度　羽生市水道事業会計補正予算（第３号）実施計画

収 益 的 収 入 及 び 支 出

収　　　　入

補正予定額 計既決予定額

水道事業収益

目
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（単位：千円、消費税及び地方消費税抜）

△ 46,623

341,634

資産減耗費 2,300

長期前受金戻入 △ 31,515

0

支払利息 50,379

642

316,817

0

利息の支払額 △ 50,379

業務活動によるキャッシュ・フロー 266,438

△ 706,239

11,276

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 694,963

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 367,400

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 194,093

173,307

△ 255,218

1,635,109

1,379,891

財務活動によるキャッシュ・フロー

　　資金増加額（又は減少額）

　　資金期首残高

　　資金期末残高

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

引当金の増減額（△は減少）

小計

利息の受取額

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

国庫補助金等による収入

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益（△は純損失）

減価償却費

受取利息

令和５年度　羽生市水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

(令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで)
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イ 86,238

ロ 2,831 89,069

ハ 267,969

175,065 92,904

ニ 12,784,492

6,738,823 6,045,669

ホ 3,911,747

2,525,413 1,386,334

ヘ 6,081

5,777 304

ト 7,873

7,479 394

チ 536,192 536,192

8,150,866

イ 203 203

203

8,151,069

イ 1,379,891 1,379,891

イ 32,000

△ 4,739 27,261

イ 29,077

ロ 1,175

ハ 1,074 31,326

1,438,478

9,589,547

令和５年度　　羽生市水道事業会計予定貸借対照表
(令和６年３月３１日)

（単位：千円、消費税及び地方消費税抜）

資　　　産　　　の　　　部

１　固　定　資　産

(1) 有 形 固 定 資 産

土 地

立 木

建 物

減価償却累計額

構 築 物

減価償却累計額

機 械 及 び 装 置

減価償却累計額

車 輌 運 搬 具

減価償却累計額

工具、器具及び備品

減価償却累計額

建 設 仮 勘 定

有 形固 定 資 産 合計

(2) 無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

無 形固 定 資 産 合計

固 定 資 産 合 計

２　流　動　資　産

(1) 現 金 ・ 預 金

現 金 ・ 預 金

(2) 未 収 金

貯 蔵 量 水 器

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

営 業 未 収 金

貸 倒 引 当 金

(3) 貯 蔵 品

原 材 料

備 品
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イ
4,186,705 4,186,705

0 0
4,186,705

イ
200,936 200,936

イ 45,227 45,227

イ 4,152
ロ 783 4,935

イ 18,725 18,725
269,823

1,624,621
長期前受金収益化累計額 △ 1,046,264

繰延収益合計 578,357
負 債 合 計 5,034,885

イ 8,719
ロ 347,100
ハ 2,578,391 2,934,210

2,934,210

イ 11,588
ロ 389,018
ハ 26,625
ニ 38,950

466,181

イ 210,000
ロ 369,371

574,900

1,154,271

1,620,452

4,554,662

9,589,547

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

減 債 積 立 金
建設改良積立金

ハ 当 年 度 未 処 分
利 益 剰 余 金

利益剰余金合計

国庫県費補助金
工 事 負 担 金
受贈財産評価額
他 会 計 負 担 金
資本剰余金合計

(2) 利 益 剰 余 金

固 有 資 本 金
繰 入 資 本 金
組 入 資 本 金
資 本 金 合 計

７　剰　余　金
(1) 資 本 剰 余 金

(2)

資　　　本　　　の　　　部
６　資　本　金
(1) 資 本 金

(4) 預 り 金
下 水 道 預 り 金
流 動 負 債 合 計

５　繰　延　収　益
(1) 長 期 前 受 金

営 業 未 払 金
(3) 引 当 金

賞 与 引 当 金
法定福利費引当金

固 定 負 債 合 計

４　流　動　負　債
(1) 企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

(2) 未 払 金

負　　　債　　　の　　　部

３　固　定　負　債
(1) 企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債

(2) その他固定負債
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注記

 Ⅰ　重要な会計方針

１　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　貯蔵品　先入先出法による原価法

２　固定資産の減価償却の方法

　（１）有形固定資産

　　・減価償却の方法　　定額法による。

　　・主な耐用年数

　　　　建物　　　　　　　10～50年　　

　　　　構築物　　　　　　10～65年

　　　　機械及び装置　　　８～50年　　　

　　　　車両運搬具　　　　４～５年

　　　　器具及び備品　　　２～15年　　

　（２）無形固定資産

　　・減価償却の方法　　定額法による。

３　引当金の計上方法

　（１）退職給付引当金

　　　職員の退職手当については、毎事業年度支払う一定の負担金のみを公営企業が負担

　　しており、積立金の不足等に応じて発生する追加的な負担は、全て一般会計が負担す

　　ることとなっているため、退職給付引当金は計上していない。

　（２）賞与引当金

　　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に

　　基づき、当年度の負担に属する額を計上している。

　（３）法定福利費引当金

　　　職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末にお

　　ける支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。　

　（４）貸倒引当金

　　　債権の不納欠損による損失に備えるため、不納欠損実績率等に基づき、回収不能見

　　積額を計上している。

４　消費税及び地方消費税の会計処理

　  消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。
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1 1,314,861 920 1,315,781

1 営 業 収 益 1,189,974 △ 53,900 1,136,074

1 給 水 収 益 1,094,500 △ 53,900 1,040,600

2 営 業 外 収 益 124,885 54,820 179,705

5 他 会 計 補 助金 54,820 54,820 109,640

1 1,291,762 920 1,292,682

1 営 業 費 用 1,239,819 920 1,240,739

3 総 係 費 121,723 920 122,643

水 道 事 業 費 用

支　　　　　　　　出

水 道 事 業 収 益

計
予 　定 　額

款　　　　項
予　 定 　額 予 　定 　額

款　　　　項 目
既　　　　決 補　　　　正

令和５年度羽生市水道事業会計補正予算(第３号)説明書

収 益 的 収 入 及 び 支 出

収　　　　　　　　入

目
既　　　　決 補　　　　正

計

予　 定 　額
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（単位：千円、消費税及び地方消費税込）

水 道 料 金 △ 53,900 水道基本料金の免除の実施に伴う減額 △ 53,900

他 会 計 補 助 金 54,820 一般会計補助金 54,820

（単位：千円、消費税及び地方消費税込）

水道料金調定システム水道料金基本使用料免除対応業務委託料 650

水道料金基本使用料免除に伴うチラシ配布業務委託料 270

節

節

金　　　額区　　　　分

金　　　額
説　　　　　　　　　　　　　　　明

区　　　　分

説　　　　　　　　　　　　　　　明

委 託 料 920
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